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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 711 事業名 庁舎管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 行政総務室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

28,136 3,705 3,705

補正後 31,841 2,398 29,443

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消耗品費

　年度途中で新たに購入が必要となった下記消耗品購入に伴い、
消耗品費の増額を行う。
・本庁舎監視カメラ機器等のUPS購入　242,000円
・厚生棟外の鉄製マットのゴムマットへの交換　195,500円

438 単町

光熱水費

　電気代高騰に対応するため、増額を行う。
　（年間必要経費）
　　・電気代　10,436,857円
　　・ガス、上水道　349,000円（R2・R3の平均）

2,409 単町

修繕料

　エレベーター点検において指摘のあった、本庁舎及び保健セン
ターエレベーターの部品交換等に要する経費について増額を行
う。
・本庁舎エレベーター部品交換　　　　311,993円
・保健センターエレベーター部品交換　264,572円
・電話修繕等　　　　　　　　　　　　 24,310円

601 単町

手数料
　コンテナ車入替え等に伴う車検費用の増に対応するため増額を
行う。 257 単町

合計 3,705

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 本庁舎管理に必要な消耗品・光熱水費・修繕・手数料等経費を増額補正する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 7

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1054 事業名 公共施設の品質確保 事業区分 □新規 ■継続
担当課 　総務課 担当係 　施設管理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

6,022 3,000 3,000

補正後 9,022 9,022

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

技術支援

　予算編成のための概算事業費の算定、設計業務発注に必要とな
る資料の作成及び設計内容の検討等について、高度な専門知識を
有する技術士からの支援を受ける。

○設計発注資料等作成等　＋10件
　　・小中学校特別教室空調更新事業
　　・危険空屋除却事業
　　・東伯文化センター空調設備修繕事業　他

3,000 単町

合計 3,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　公共施設の営繕業務について、台風等の異常気象による被害や、公共施設等総合管理計画に基づく日常的な
点検等を強化したこと等により、修繕・改修を行う箇所が増加したため、高度な専門知識を有する技術士から
の支援を受けるための委託料を増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 615 事業名 　財産管理（普通財産） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 　総務課 担当係 財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

9,859 2,548 2,548

補正後 12,407 600 11,807

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

未利用資産の
一括売却費用

未利用財産として管理している公共施設を有効に使用するため、
民間企業や団体から活用案を募集するサウンディング調査の実施
にあたり、対象施設の実勢価格算定のため、不動産鑑定を行う。

未利用財産利活用企画一般公募事業対象施設鑑定料
・旧古布庄小学校　　　　　437,800円
・旧逢束保育園　　　　　　331,100円
・旧以西保育園　　　　　　357,500円
・カウベルホール　　　　　755,700円
・赤碕勤労者体育センター　304,700円　　　　　　　　　　　

2,187 単町

町有施設維持
管理費用

町が管理する施設の電気料金上昇により不足する光熱水費を補正
する。

光熱水費
・旧古布庄小学校　　　　 　45千円
・旧安田小学校　　　　　 　99千円
・旧以西小学校　　　　　　217千円　　　　

361 単町

合計 2,548

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
・未利用財産として管理している公共施設を有効に使用するため、民間企業や団体から活用案を募集するサ
ウンディング調査の実施にあたり、対象施設の実勢価格算定のため、不動産鑑定を行う。
・町が管理する施設の電気料金上昇により不足する光熱水費を補正する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 12

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1063 事業名 定期借地権設定事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 　総務課 担当係 　財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 諸費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

30,876 712 712

補正後 31,588 31,588

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

定期借地権設定
事業

定期借地権申込に伴い、定期借地権用地を取得する。
（取得予定区画の変更による差額が発生したことによる補正）

・今年度申込件数　　　　　 6件（きらり団地）　
　　　　　　　　　　　　　　計31,588千円
・当初予算額　　　　　13,000千円　　　　　　
　9月補正額後　　　　 17,876千円　
　12月補正額（不足額）　 712千円

※不足額詳細
　当初取得予定額　5,814千円
　　変更後取得額　6,526千円
　　　　　差額　　　712千円

712 単町

712

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
定期借地権の申込があったため分譲地を取得し、定期借地権による貸付けを開始する。
今回の補正は取得予定区画の変更による差額が発生したことによるものである。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

①分譲地購入の費用支払い

②分譲地の販売

③分譲地の貸付

  （51年間）

④土地賃料の支払い
（年額：土地価格の1％）

移住・定住

希望者

琴浦町分譲地販売者

2 - 4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1273 事業名 行財政改革推進事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 　総務課 担当係 　財務監理室
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財政管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

3,595 △ 3,176 △ 2,500 △ 676 ふるさと未来夢基金△2,500千円

補正後 419 419

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

事業レビュー 事業レビュー実施支援業務委託料など実施に係る経費の減額補正 △ 3,176

基金
　△2,500
一般財源
　　△676

合計 △ 3,176

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　行財政改革プランについては、本年度の見直しを予定している。本年度当初予算にて計上した事業レビュー
について、行財政改革としてのプランでの位置付けを再度整理するため、本年度の事業レビューについては中
止し、減額補正を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

2 - 5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

8 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 241 事業名 非常備消防事務経費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 防災危機管理室
予算区分 款 消防費 項 消防費 目 非常備消防費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

34,483 255 255

補正後 34,738 1,285 501 32,952

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消防車等維持
管理経費

　消防車庫等の電気代高騰に対応するため、増額を行う。
　対象施設：各分団車庫、備蓄倉庫、防災行政無線など

255 単町

合計 255

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　消防車庫等町が管理する施設の電気料金上昇により不足する光熱水費を補正する。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

2 - 6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1239 事業名 電算管理（総合行政システム） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 総務課 担当係 情報政策係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 電算機管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

71,746 △ 8,365 △ 8,366 1

補正後 63,381 4,327 472 58,582

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

行政システム標
準化

現行の基幹業務システムと標準準拠システムとの比較分析業務
（独自機能除く）を、同一システムを使用する２市４町共同で実
施するよう調整、当初の見込みより負担が軽減されたため減額補
正を行う。
・予算現額　9,900,000円
・標準準拠システムとの比較分析業務委託料　△8,365,000円
・補正後予算額　1,535,000円
※２市４町：米子市、境港市、琴浦町、大山町、日南町、江府町

△ 8,365
国

10/10

合計 △ 8,365

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　住民情報系基幹業務システムにおいて、国標準仕様準拠システムへの移行準備に係る委託料について、令和
4年度分の実績見込による減額補正を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

2 - 7



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 215 事業名 観光振興事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 町債 一般財源

6号補正
12月定例

19,165 150 150

補正後 19,315 2,516 16,799

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費

●補正額
　582千円(歳出見込額)-432千円（現計予算）=150千円（補正額）

●対象施設
　旧中井旅館
　琴浦町船上山トイレ（従量電力A）
　琴浦町船上山トイレ（低圧電力）
　茶園原園地駐車場
　菊港ライトアップ
　万本桜公園電灯

150 単町

合計 150

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　・ウクライナ情勢により燃料調達のコスト増のため電気料金を増額補正するもの

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

5-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 408 事業名 道の駅ポート赤碕運営管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

3,039 11,000 11,000 0 過疎債　11,000千円

補正後 14,039 3,039 11,000 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
ポート赤碕内
通路
リニューアル
工事

●現状と課題
　・1994年の設置から28年が経過し老朽化が進んでいる。
　・たこ公園・赤碕町漁協がリニューアルを行う。

●今回のリニューアルの目的
　・既存トイレへのアクセス機能強化
　・休憩機能の強化
　・別棟の国情報コーナーへ情報提供を一元化

●主なリニューアル内容
　① 既存ﾄｲﾚへの誘導看板設置　 　　
　② 床タイル撤去        　　 
　③ 休憩用イス設置    
　④ 内装塗装(壁・床)         　
　⑤ 外壁塗装(正面入口・北側入口)
　⑥ 壁画設置
　⑦ 学びの壁設置
　⑧ 照明交換

●スケジュール（案）
　12月　・議会議決
　 1月　・関係者説明　
        ・業者選定⇒契約
　 2月　・着工
   4月　・完了（繰越）
          ※繰越名許

11,000
起債

(10/10)

合計 11,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　赤碕ふれあい広場と赤碕町漁協が施設のリニューアルを行う予定である。
　これと連動して、利用者のさらなる利便の向上を図るため、既存トイレへの最短アクセス誘導や休憩機能の
強化を含めたポート赤碕内通路のリニューアル工事を行う。

これまでの
取組状況や
改善点等

　・昨年度、西側テナントに「牛骨ラーメン店　京ら」が出店。
　・今年度、赤碕ふれあい広場や赤碕町漁協のリニューアルを予定。

補正の内容

5-2



　　01　ポート赤碕内通路リニューアル事業　　　　事業費：11,000千円　    商工観光課

コロナ禍での外出機会増を狙うたこ公園リニューアル等にあわせて、通路もリニューアルを行う。
利用者のさらなる利便を図るため、既存トイレへの最短アクセス誘導、休憩スペース整備を行う。

項　目 内　容

現　状
課　題

1994年の設置から28年が経過し老朽化が進む
たこ公園・赤碕町漁協がリニューアルを行う。　

目　的
ありたい姿

既存トイレへのアクセス機能強化
休憩機能の強化
別棟の国情報コーナーへ情報提供を一元化

実施内容 既存トイレへの最短アクセスでの誘導（看板設置）
休憩スペースの整備（内装・備品設置）　等

実施主体 琴浦町　商工観光課

予算額 11,000千円(税込み）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

　12月　・関係者協議　・技術支援による概算額算出
　       　・予算要求、査定　
　       　・12月議会議決
　  1月　・関係者説明　・業者選定⇒契約
　  2月　・着工
   ３月　・完了
   ４月　・リニューアル式典（仮）

●リニューアル　イメージ ●事業概要　
既存トイレへの最短アクセスでの誘導（看板設置）

　　　110ｍ→70ｍ　63.6%
休憩スペースの整備（内装・備品設置）　

70m

110m



ポート赤碕通路案内改修工事

現状

北側入口

正面入口

inaka
テキストボックス




新

ポート赤碕通路案内改修工事

▼ サッシ枠ダイノックシート貼り(例)
 カラーバリエーションが豊富

③ 休憩用イス設置(３脚)

⑧ その他：自動販売機移設

⑦ 学びの壁設置

⑥ 壁画設置
▼ 壁にイラストシールを貼る(例)

② 床タイル撤去

① 既存トイレへの誘導看板設置

④ 内装塗装(壁・床)

⑤ 外壁塗装(正面入口・北側入口)

⑤ 外壁塗装

▼ コンクリートで模様をつける(例)

北側入口

正面入口

▶壁は⑥同様イラストシールを貼る
▶学びの壁エリアのみカーペットを敷く

⑧ その他：
 照明交換

inaka
テキストボックス






inaka
テキストボックス
ポート赤碕内通路リニューアル工事



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

6 1 3
２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1079 事業名 道の駅琴の浦管理運営事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 商工観光課 担当係 観光係
予算区分 款 商工費 項 商工費 目 観光費

財源内訳
国庫

支出金
県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

7,644 420 420

補正後 8,064 1,670 6,394

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消耗品費

物産館ことうらのリニューアルにより、来場者数がリニューアル
前の約1.6倍に増えている。それに伴い、トイレ利用者の増加によ
るトイレ消耗品費を増額するもの。

【対象施設】
　琴浦ＰＡトイレ

【補正額】
　815千円(歳出見込額)-515千円（現計予算）=300千円（補正額）

300 単町

光熱水費

電気料金の高騰に対応するため、光熱水費を増額するもの。

【対象施設】
　観光交流情報提供窓口、琴浦ＰＡトイレ

【補正額】
　292千円(歳出見込額)-172千円（現計予算）=120千円（補正額）

120 単町

合計 420

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　物産館ことうらのリニューアルに伴う利用者増により、トイレ消耗品費を増額するもの。
　ウクライナ情勢により燃料調達のコスト増のため電気料金を増額補正するもの

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

5-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1479 事業名 会計年度任用職員（税務課） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 税務課 担当係 課税係
予算区分 款 総務費 項 徴税費 目 賦課徴収費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

1,201 285 285

補正後 1,486 1,486

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

会計年度任用職
員短時間勤務報
酬

確定申告事務補助員（雇用期間：1月～3月 勤務時間：7ｈ）
電話予約対応　日額：6,477円×50日＝323,850円

（見込額）　 （予算額） 　
1,433,366円 - 1,163,000円  ＝ 270,366円

271 単町

会計年度任用職
員短時間勤務費
用弁償

確定申告事務補助員（雇用期間：1月～3月 勤務時間：7ｈ）
電話予約対応　月額：4,200円×3月＝12,600円

（見込額）（予算額）
51,600円 - 38,000円  ＝ 13,600円

14 単町

合計 285

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 確定申告事務補助員（電話予約対応）増員に伴う補正

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

6 - 1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 6

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 191 事業名 国土地籍調査事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 税務課 担当係 地籍調査係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 地籍調査事業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

20,639 △ 1,911 △ 1,264 △ 632 △ 15

補正後 18,728 6,969 3,485 8,274

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

地籍調査事業
（補助対象分）

国庫補助金交付決定額確定による減額
（1）地籍調査推進員報償金　　△194千円
　 　事業面積の減少による立会日数の減少
　　 現地調査実施地区　0.42㎢ ⇒ 0.35㎢
　　  （見込額）（予算額）
　　　　 221千円 - 415千円 ＝ △194千円
　　 地籍調査推進員報償金
　　 　6,477円×17日＝220,218円
（2）地籍調査測量業務委託料　△2,334千円
　　 1年目工程実施地区　0.42㎢ ⇒ 0.35㎢
　　 　（見込額）　 （予算額）
　　　　 13,506千円 - 15,840千円 ＝ △2,334千円

△ 2,528
国(1/2)
県(1/4)
町(1/4)

地籍調査事業
（補助対象外
分）

測量、測量図作成手数料
　過年度地籍調査の成果の誤りが判明した事による、成果の修正
　に伴う増額
　H7調査地区 表題登記誤りの修正　179,300円
　H7調査地区 結線誤りの修正　　　436,800円

617 単町

合計 △ 1,911

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
国庫補助金交付決定額確定による事業費の減額および過年度地籍調査の成果の誤りが判明した事による、成
果の修正に伴う測量、測量図作成手数料の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

　過年度地籍調査の成果の修正については、調査当時の資料や法務局公図等の確認、現地の状況確認などを行
い、法務局の登記官や国県等関係機関と協議を行っている。

補正の内容

6 - 2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1606 事業名 国営造成施設等電気価格高騰対策支援事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

0 763 763

補正後 763 763

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
国営造成施設等
電気価格高騰対
策支援事業

　東伯地区土地改良区連合が管理する国営造成施設、国営附帯県
営造成施設（揚水機場、畑かん調整水槽など18施設）における電
気価格高騰に対して支援を行う。

　・補助対象者　東伯地区土地改良区連合
　・補助対象経費
　　　電力料燃料費調整額のうち、国補助金の対象とならない
　　部分（全体の62.5％部分）
　　　※琴浦町相当分に対して支援を行う。
　　　　（琴浦町62.2％、北栄町37.8％）
　・事業対象期間　令和４年４月～令和５年３月
　・補助金額　763千円（燃料費調整額×62.5％×62.2％）

763 単町

合計 763

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　土地改良区が受託管理している国営造成施設管理等における電気価格高騰に対して支援を行う。

補正の内容

7-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1566 事業名 田越・笠見地区浸水対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,827 566 500 66
緊急自然災害防止対策事業債 
500千円

補正後 3,393 1,000 500 1,893

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
不動産鑑定料

　農業用水路改修工事を実施するにあたり、用地取得に必要な経
費を算出するため不動産鑑定を行う。

　・不動産鑑定料　566千円
　　　　　　　　　（所要見込額566千円－予算現額当初0千円）

【歳入】起債（緊急自然災害防止対策事業債）　500千円
　　　　（歳入見込額500千円－予算現額0千円）

566
起債500
町　 66

合計 566

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　田越・笠見地内の農業用水路改修工事を実施するにあたり、用地取得に必要な経費を算出するため不動産
鑑定を行うもの。

補正の内容

元旧川

Ｊ
Ｒ

一里松
田 越

笠 見

洗 川
鑑定対象範囲

7-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 203 事業名 水産振興対策事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農林水産振興係

予算区分 款 農林水産業費 項 水産業費 目 水産業総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

11,575 15,000 10,000 5,000

補正後 26,575 18,334 1,000 7,241

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
もうかる６次
化・農商工連携
支援事業

　もうかる６次化・農商工連携支援事業補助金（６次産業型）

 ○｢水産物の高付加価値化を通じた漁協直売事業の再構築計画｣
　・事業者　赤碕町漁業協同組合
　・補助率　1/2（県1/3、町1/6）
　・補助金額　事業費30,000千円×1/2＝15,000千円
　・内　容　ポート赤碕直売センターの食堂化　

【歳入】
　もうかる6次化・農商工連携支援事業費補助金　10,000千円

15,000
県(2/3)
町(1/3)

合計 15,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　県内農林水産物を原材料とする食品加工等の取組みを支援する。

補正の内容

7-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 667 事業名 現年発生農地災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生農地災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

20 100 50 50 0 地元分担金 50千円

補正後 120 50 50 20

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
工事請負費

　災害復旧事業（国補助分）１箇所（33-1三保地区）

　・工事請負費　100千円
　　　　　　　　（所要見込額100千円－予算現額0千円）

　三保地区　33-1（33-201施設と合併）

【歳入】県補助金　50千円
　　　　　（歳入見込額50千円－予算現額0千円）
　　　　地元分担金　50千円
　　　　　（歳入見込額50千円－予算現額0千円）

100
県　50
地元50

合計 100

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和４年８月豪雨で被災した農地の早期復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

補正の内容

農地部分

施設部分

7-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

10 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 354 事業名 現年発生農業用施設災害復旧事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 災害復旧費 項 農林水産業災害復旧費 目 現年発生農業用施設災害復旧費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

20 5,135 3,250 285 1,600 0
補助災害復旧事業債 1,600千円
地元分担金 285千円

補正後 5,155 3,250 285 1,600 20

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】
工事請負費

　災害復旧事業（国補助分）１箇所（33-201三保地区）

　・工事請負費　5,000千円
　　　　　　　　（所要見込額5,000千円－予算現額0千円）

　三保地区　33-201（33-1農地と合併）

【歳入】県補助金　3,250千円
　　　　　（歳入見込額3,250千円－予算現額0千円）
　　　　起債（補助災害復旧事業債）1,500千円
　　　　　（歳入見込額1,500千円－予算現額0千円）
　　　　地元分担金　250千円
　　　　　（歳入見込額250千円－予算現額0千円）

5,000
県　3,250
起債1,500
地元　250

消耗品費

　・工事設計書作成に係る図面用紙等　135千円

【歳入】起債（補助災害復旧事業債）100千円
　　　　　（歳入見込額100千円－予算現額0千円）
　　　　地元分担金　35千円
　　　　　（歳入見込額35千円－予算現額0千円）

135
起債 100
地元  35

合計 5,135

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　令和４年８月豪雨で被災した農業用施設の早期復旧を行うため、必要な経費の補正を行うもの。

補正の内容

農地部分

施設部分

7-1-5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

　

4
一般会計

事業番号 648 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農林水産課 担当係 農村整備係

予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

107 21 21 0 地元組織からの返納金 21千円

補正後 128 128 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

多面的機能支払
交付金返還金

　多面的機能支払交付金に係る対象農用地の面積算定に錯誤が
あった活動組織の過年度交付金について、国及び県交付金の返還
を行う。

【歳入】活動組織からの返納金（国･県返納分）20,250円
　※町返納分6,750円については令和4年度交付金で相殺する。

21
その他

21

合計 21

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　多面的機能支払交付金に係る国及び県交付金の過年度交付金について返還を行う。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

うち国･県返還額

八反田地区農地・水・環境保全会 27,000円 20,250円

合　計 27,000円 20,250円

組織名 組織返還額

7-1-6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

149,843 2,325 223 1,369 0 0 733

補正後 152,168 18,656 59,101 0 0 74,411

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

基盤安定
(保険税軽減分)

今年度の算定結果に伴う保険基盤安定繰出金等の増額。（低所得
者に対し保険税を軽減した分を県と町で負担するもの）

860
県3/4
町1/4

基盤安定
(保険者支援分)

今年度の算定結果に伴う保険基盤安定繰出金等の増額。（財政基
盤の弱い国保財政のため、国・県・町が軽減対象者数に応じて負
担するもの）

1,428
国1/2
県1/4
町1/4

職員給与等

変更のあった職員人件費の増額。
住居手当　38千円
制度改正に伴う国保システム改修分。
165千円

203 単町

未就学児均等割
保険税軽減

今年度の算定結果に伴う未就学児均等割保険税軽減繰出金等の減
額。（未就学児に係る保険税の均等割を5割減額し、減額分を国、
県、町が負担するもの）対象者：71名

△166
県3/4
町1/4

合計 2,325

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 　今年度の算定結果に伴い基盤安定繰出金を増額し、未就学児均等割保険税軽減繰出金について減額する
もの。また、職員人件費のうち変更のあった手当についての増額分と、制度改正に伴う国保システム改修に
ついて繰出しを行うもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 8-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1252 事業名 自立支援医療事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい者福祉費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

21,605 △ 7,000 △ 3,500 △ 1,750 △ 1,750

補正後 14,605 7,250 3,625 3,730

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

扶助費

歳出
　更生医療給付費　△7,000,000円
　　(対象者：50名)
歳入
　国庫支出金　　　△3,500,000円
　県支出金　　　　△1,750,000円

△ 7,000
国(1/2)
県(1/4) 
町(1/4)

合計 △ 7,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
更生医療の一指定医療機関が、指定対象外となったことに伴い、受給者への給付費が減少したため、減額補正
を行うもの。（※更生医療が本来負担すべき医療費は、受給者が併用する特別医療費で負担することになるた
め、特別医療費の公費負担分が増加）

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

 8-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1169 事業名 国県返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

919 8,759 0 0 0 0 8,759

補正後 9,678 0 0 0 0 9,678

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

障害者医療費国庫負担金返還金（令和3年度分）
障害者医療費県負担金返還金（令和3年度分）

1,141 単町

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金返還金
（令和2年度分）

7,686 単町

未熟児養育医事業国庫負担金返還金(令和3年度分) △ 68 単町

合計 8,759

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
障害者医療費国庫負担金、障害者医療費県負担金返納金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補
助金返還金

国、県への
返納金

補正の内容

 8-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要 　

4
一般会計

事業番号 86 事業名 介護保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 介護保険事業

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

337,747 △ 7,756 △ 7,730 　 △ 26

補正後 329,991 11,232 5,667 313,092

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

地域介護・福祉
空間整備等施設
整備交付金

認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業
１事業所　△7,730千円

△ 7,730
国

（10/10）

介護保険特別会
計への操出

操出金　△26千円
内訳・地域支援介護　△162千円（実績による減額）
　　・事務費　　　　　136千円（要介護認定委託料の増額）

※介護保険特別会計補正予算　△698千円
　財源内訳：国　120千円
　　　　　　県△617千円
　　　　　　町繰入金△26千円
　　　　　　支払基金△351千円
　　　　　　延滞金176千円

△ 26 単町

合計 △ 7,756

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金の減額、要介護認定委託料の増額に伴う介護保険特別会計への操出

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 11

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 866 事業名 後期高齢者医療事務 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 後期高齢者医療費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

337,238 212 △ 1,144 1,356

補正後 337,450 50,455 6,519 280,476

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

・令和3年度療養給付費負担金の額確定に伴う追加
　療養給付費負担金(過年度分)　2,633,781円
・広域連合運営費補正に伴う減額
　共通経費負担金（R4年度分）△897,611円

1,737 単町

操出金

・毎年10月20日時点での被保険者数等による額の確定に伴うもの
歳出
　操出金　△1,525,000円
歳入
　保険基盤安定県負担金　△1,144,000円

△ 1,525
県(3/4)
町(1/4)

合計 212

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
 令和4年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。
 令和3年度療養給付費負担金の額確定に伴い、歳出予算を補正するもの。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
会計

事業番号 109 事業名 健康診査 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 健康推進係

予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 健康づくり推進事業費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

41,458 450 0 0 0 0 450

補正後 41,908 0 496 272 0 41,140

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

集団セット検診
医療機関検診

　世帯配付から個人配付に変更することによる増額
　・印刷製本費　　　　　　　  　450千円
　（受診券等配付封筒・検診の手引き）

450 単町

合計 450

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概
要

　来年度の検診対象者に対し、直接手元に届くよう個人毎に配付を行うとともに検診の説明資料を一枚にま
とめ、分かりやすいチラシの作成を行うもの。

補正の内
容

これまで
の取組状

況や
改善点等

 8-1-6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 保険給付費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 保険給付費 項 高額療養費 目 一般被保険者高額療養費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
12月定例

1,455,330 1,345 0 1,345 0 0 0

補正後 1,456,675 0 1,452,243 2,692 0 1,740

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

高額療養費
今年度の実績から今後の執行見込を算出し、予算の増額補正を行
うもの。
　高額療養費　1,345千円（財源：保険給付費等交付金）

1,345 県支出金

合計 1,345

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要  今年度の実績から今後の執行見込額を算出し、予算の増額補正を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

 8-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
国民健康保険特別会計

事業番号 事業名 その他国保に関する事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
12月定例

536,832 2,325 0 0 0 2,325

補正後 539,157 1 18,066 157,717 363,373

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

一般管理費

変更のあった職員人件費の増額。
住居手当　38千円
制度改正に伴う国保システム改修分。
165千円

203 一般財源

予備費

今年度の基盤安定繰入金、未就学児均等割保険税軽減繰入金の算
定結果により生じた剰余金等を予備費に計上するもの。

保険基盤安定繰入金分（保険税軽減分）  860千円
　　　　　　　　　　（保険者支援分）1,428千円
未就学児均等割保険税軽減繰入金分　　▲166千円

2,122 一般財源

合計 2,325

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　今年度の基盤安定繰入金、未就学児均等割保険税軽減繰入金の算定結果により生じた剰余金等を予備費に
計上するもの。また、職員人件費のうち変更のあった手当についての増額分と、制度改正に伴う国保システム
改修について繰出しを行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

 8-2-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
介護保険特別会計

事業番号 事業名 介護保険特別会計 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 高齢福祉係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
12月定例

2,263,201 △ 698 120 △ 617 △ 201 0
【その他内訳】

支払基金△351、町繰入金△26、
延滞金176

補正後 2,262,503 573,229 307,300 1,381,974 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

介護認定審査会
（503）

ふるさと広域連合の補正に伴う介護認定審査会負担金の減額 △ 194
町繰入金

△194

認定調査等費
（504）

要介護更新者の増加に伴う要介護認定委託料の増額
委託料（町内）2,750円×60件＝165,000円
委託料（町外）3,300円×50件＝165,000円

330
町繰入金

330

介護保険給付費

【保険給付費】　組替え
介護サービス費（事業506）　　　　　　　　　　10,200千円
介護予防サービス費（事業507）　　　　　　　　　 800千円　
高額介護サービス費（事業509）　　　　　　　 △1,000千円　
特定入所者介護サービス費（事業765）　　　　△10,000千円　
介護予防・生活支援サービス事業費（事業1387）    600千円
介護予防ケアマネジメント事業（事業1386）　　  △600千円

0

保険料
148

国307
県△455

介護予防把握事
業

一般介護予防事業費（事業1373）ニーズ調査委託料の入札による
減額

△ 1,300

保険料
△438

国△187
県△162

町繰入金
△162

支払基金
△351

予備費（518）
事業費減額による第1号保険料の余剰金　　　　　290千円
実績による介護保険料延滞金の増額　　　 　　　176千円

466

保険料
290

延滞金
176

合計 △ 698

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 要介護認定調査費の増額、介護保険給付費の組替え等

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
後期高齢者医療特別会計

事業番号 事業名 後期高齢者医療保険事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

2号補正
12月定例

251,412 △ 1,525 △ 1,525 0

補正後 249,887 70,385 179,502

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

負担金

歳出
　負担金　△1,525,000円
歳入
　保険基盤安定繰入金　△1,525,000円

△ 1,525 町繰入金

合計 △ 1,525

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 令和4年度保険料等負担金(基盤安定制度分)の額の確定に伴い、歳入歳出予算を補正するもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 9

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 573 事業名 障がい者福祉費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい者福祉費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

21,293 20 20

補正後 21,313 9,060 3,023 0 0 9,230

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

【新】障がい福
祉サービス利用
コーディネート
機能強化事業補
助金負担金

事業所が所在する自治体が事業所へ支払う補助金を、中部圏域の
市町で利用人数に応じて按分し、負担金として当該自治体は支払
う。

20 単町

合計 20

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

障がい福祉サービス利用コーディネート機能強化事業補助金は、相談事業所の相談員の増員に対する単県補助
事業であるが、相談事業の機能強化は中部圏域全体の障害サービスの向上に寄与するものであるため、当該事
業所が所在する市町が支払う補助金を、中部圏域１市４町で分担して負担するものとし、それに伴う負担金を
追加するもの

補正の内容

ケース人数 割合 負担金（円）
倉吉市 95 30.94% 154,700
三朝町 26 8.47% 42,400
湯梨浜町 81 26.38% 131,800
北栄町 93 30.29% 151,500
琴浦町 12 3.91% 19,600
合計 307 100% 500,000

9 - 1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

年間実績見込額 千円
予算額 千円
不足額 千円

年間実績見込額 千円
予算額 千円
不足額 千円

4
一般会計

事業番号 1133 事業名 生活保護扶助事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係
予算区分 款 民生費 項 生活保護費 目 生活保護扶助費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

154,624 21,444 16,083 0 0 0 5,361

補正後 176,068 130,401 1,700 600 43,367

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

101,910
83,124
18,786

10,494
7,836
2,658

合計 21,444

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　被保護者の医療費の増加、また介護保険被保険者でない65歳未満の者の介護サービス利用に伴う、医療扶助
費及び介護扶助費の増額

●当初には想定していなかった入院・人工透析などがあり、医療
費の増加が見込まれるため。
・入院実績　　5,286千円×1人× 1月＝5,286千円 
・透析患者　　　400千円×2人×11月＝8,880千円 
・入院中　　　　470千円×2人× 5月＝5,000千円 
 　　　　　　　　　　　　　　合計：18,786千円 

※生活保護の受給者が医療機関を受診するときの医療扶助は、そ
の他の公費負担医療が対象となる場合には、そちら側が優先して
支給されるが、今回指定自立支援医療機関（更生医療）が令和４
年４月から休止した（常勤医師不在）ため、医療扶助にて支給す
るもの。

●介護保険被保険者でない65歳未満の者の介護サービス利用費増
加（10割負担）が見込まれるため。
・実績見込　　443千円×1人×6月＝2,658千円

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

医療扶助 18,786

国（3/4）
町（1/4）

介護扶助 2,658

9 - 2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 576 事業名 放課後健全育成事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

14,093 △ 281 △ 93 △ 93 0 0 △ 95

補正後 13,812 3,215 3,096 5,000 0 2,501

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

放課後健全育成
事業

①【工事請負費】・実績に伴う減額（八橋放課後児童クラブ）
所要見込額　既定予算額　　補正額
3,164千円 －3,871千円　＝△707千円

②【修繕料】・漏電遮断機の取替修繕（八橋放課後児童クラブ）
所要見込額　既定予算額　　補正額
1,664千円 －1,589千円　＝　75千円

③【光熱水費】・電気代の増額
所要見込額　既定予算額　　補正額
　821千円 －　605千円　＝　216千円

④【施設備品】・業務用掃除機×２台（浦安放課後児童クラブ）
所要見込額　既定予算額　　補正額
　66千円 －　　0円　　 ＝　66千円

④【消耗品費】・消火器×９本（浦安放課後児童クラブ）
所要見込額　既定予算額　　補正額
　505千円 －　436千円　＝　69千円

△281
国(1/3)
県(1/3)
町(1/3)

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

①八橋放課後児童クラブ空調取替工事の減額
②空調取替工事に伴い新たに必要となった修繕料の増額
③エネルギー価格の高騰に伴う、光熱水費の増額
④老朽化した備品（掃除機）および消耗品（消火器）の更新に伴う増額

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

10－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

しらとりこども園　他

3 2 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 369他 事業名 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 こども未来係
予算区分 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

123,352 3,150 0 0 0 0 3,150

補正後 126,502 0 0 26,557 43,700 56,245

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

369
しらとりこども
園
需用費

①【光熱水費】 　
所要見込額　既定予算額　　補正額
4,152千円 －3,425千円　＝727千円
②【賄材料費】
牛乳の価格高騰分　補正額　20千円

747 単町

371
やばせこども園
需用費

①【光熱水費】
所要見込額　既定予算額　　補正額
3,942千円 －2,974千円　＝968千円
②【賄材料費】
牛乳の価格高騰分　補正額　18千円

986 単町

372
こがねこども園
需用費

①【光熱水費】
所要見込額　既定予算額　　補正額
3,227千円 －2,833千円　＝394千円
②【賄材料費】
牛乳の価格高騰分　補正額　12千円

406 単町

374
ことうらこども
園
需用費

①【光熱水費】
所要見込額　既定予算額　　補正額
1,949千円 －1,560千円　＝389千円
②【賄材料費】
牛乳の価格高騰分　補正額　7千円

396 単町

375
ふなのえこども
園
需用費

①【光熱水費】
所要見込額　既定予算額　　補正額
2,495千円 －2,095千円　＝400千円
②【賄材料費】
牛乳の価格高騰分　補正額　13千円
③【燃料費】
所要見込額　既定予算額　　補正額
  801千円 －599千円　＝　202千円

615 単町

合計 3,150

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

物価高騰による各需用費の増額
①エネルギー価格の高騰に伴う、各園の光熱水費の増額
②牛乳の価格改定に伴う、各園の賄材料費の増額
③ふなのえこども園のボイラー使用に必要な燃料費の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1394 事業名 子育て世代包括支援センター事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係 子育て世代包括支援センター
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 予防費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,977 270 108 54 0 0 108

補正後 3,247 935 550 30 0 1,732

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

産前・産後支援
事業

産後ケア事業の実施件数が例年より多く、見込み件数より増加し
たことによる増額。

産後ケア事業委託料
委託料　宿泊型ショートステイ　16,000円×3日×4人
　　　　日帰り型デイケア　　　13,000円×2日×3人

270
国(4/10)
県(2/10)
町(4/10)

合計 270

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 産後ケア事業の実施件数が例年より多く、見込み件数より増加したことによる増額。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1365 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 子育て応援課 担当係
予算区分 款 諸支出 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,100 3,108 0 0 0 0 3,108

補正後 5,208 0 0 0 0 5,208

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

令和3年度母子
保健衛生費国庫
補助金返納金

交付決定額（概算払い）　804千円
実績額　　　　　　　　　524千円
国返納金額　　　　　　  280千円

280 単町

令和3年度小児
慢性特定疾病児
童日常生活用具
給付事業返納金

交付決定額（概算払い） 31千円
実績額　　　　　　　　　  0円
県返納金額　　　　　　 31千円

31 単町

令和3年度保育
対策総合支援事
業費補助金返納
金

交付決定額（概算払い）　418千円
実績額　　　　　　　　　410千円
国返納金額　　　　　　    8千円

8 単町

令和3年度子ど
も・子育て支援
体制整備総合推
進事業費返納金

交付決定額（概算払い）　88千円
実績額　　　　　　　　　79千円
国返納金額　　　　　　   9千円

9 単町

令和3年度子ど
も・子育て支援
交付金返納金
（国分）

交付決定額（概算払い）　22,339千円
実績額　　　　　　　　　20,949千円
国返納金額　　　　　　   1,390千円

1,390 単町

令和3年度子ど
も・子育て支援
交付金返納金
（県分）

交付決定額（概算払い）　21,132千円
実績額　　　　　　　　　19,742千円
県返納金額　　　　　　   1,390千円

1,390 単町

合計 3,108

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 令和３年度補助金等の確定による国県支出金の返納

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

10－4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 2 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 226 事業名 道路維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 道路橋梁費 目 道路維持費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

63,663 781 0 0 0 0 781

補正後 64,444 0 388 5,200 25,100 33,756

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

町道街路灯等電
気代

町道街路灯等電気代について、燃料調整費の増加による予算不足
分を増額する。
　R4決算見込額 6,481,000円 － R4当初予算額 5,700,000円
　　＝補正額　781,000円

781 単町

合計 781

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
町道街路灯等電気代について、燃料調整費の増加による予算不足分を増額する。
電気代　増額　781千円

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

11-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

7 3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

河内川河床掘削工事 笠見地区水路改修工事

福永地区砂防堰堤流末水路改修工事

4
一般会計

事業番号 231 事業名 河川維持管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 土木費 項 河川費 目 河川維持費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

14,400 2,800 0 0 0 2,300 500
緊急自然災害防止対策事業債
　2,300千円

補正後 17,200 0 0 0 12,800 4,400

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費

工事実施に係る正測精査、積算の結果、資材の高騰等もあり工事
請負費が当初予定していた金額より増額見込のため、予算額の増
額を行う。
　河内川河床掘削工事　　2,500千円→ 2,800千円   　300千円増
　笠見地区水路改修工事　8,000千円→10,000千円 　2,000千円増
　福永地区砂防堰堤流末水路改修工事
 　　　　　　　　　　　 2,000千円→ 2,500千円 　  500千円増 
                                    計　　　　　2,800千円増

2,800

起債
2,300
単町
500

合計 2,800

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
工事実施に係る正測精査、積算の結果、資材の高騰等もあり工事請負費が当初予定していた金額より増額見込
のため、予算額の増額を行う。
工事請負費　増額　2,800千円

補正の内容

水
田

水
田

土
水

路
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 650 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 建設住宅課 担当係 地域整備室
予算区分 款 諸支出金 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

0 121 0 0 0 0 121

補正後 121 0 0 0 0 121

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

返納金

令和3年度公共土木施設災害復旧事業について、県の完了検査の結
果に基づき、国庫への返納を行う。
　11,312,320円（受領済額）－　11,192,260円（確定額）
　＝120,060円（返納額）

121 単町

合計 121

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
令和3年度公共土木施設災害復旧事業について、県の完了検査の結果に基づき、国庫への返納を行う。
返納金　増額　121千円

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

11-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

4 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 114 事業名 斎場管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 分庁総合窓口係
予算区分 款 衛生費 項 保健衛生費 目 保健衛生総務費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

11,438 194 194

補正後 11,632 3,833 7,100 699

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費 電気代が値上がりしたため増額 194 単町

合計 194

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 電気代の増額を行なう。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-1-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 10

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 558 事業名 分庁管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 分庁総合窓口係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 分庁管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

45,117 △ 2,304 △ 2,304

補正後 42,813 105 110 11,900 30,698

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費 電気代が値上がりしたため増額　1,609千円 1,609 単町

委託料
工事請負費から組替
非常用発電機更新工事設計委託料　3,311千円　

3,311 単町

工事請負費
委託料へ組替　△3,311千円
非常用発電機更新工事再考の結果令和5年度に施工するため減額 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△3,913千円

△ 7,224 単町

△ 2,304

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
電気代の増額、非常用発電機更新工事再考の結果令和5年度に施工するため減額を行い、非常用発電機更新工事
設計委託料へ組替える。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-1-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 641・639 事業名 農業集落排水事業繰出金、公共下水道事業繰出金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

583,433 11,200 11,200

補正後 594,633 594,633

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

農業集落排水
事業繰出金

4,400 単町

下水道事業
繰出金

（公共）4,000千円
（特環）2,800千円

6,800 単町

合計 11,200

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
６号補正
　電気代が増加したため、下水道事業会計への操出しを増額する。

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-1-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報 　一般会計

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 706・640 事業名 農業集落排水事業及び下水道事業推進基金積立金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係
予算区分 款 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

18,290 △ 200 △ 200 0 下水道事業会計繰入金

補正後 18,090 18,090 0

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

当該年度の整備事業の財源へ充当しない受益者負担金及び分担金
収入を基金へ積み立てる。

・下水道事業 △ 200
下水道会計

繰入金

合計 △ 200

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要
6号補正
　事業費の増額による積立金の減

補正の内容
受益者負担金の
積立

これまでの
取組状況や
改善点等

12-1-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
水道事業会計

事業番号 事業名 水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 上水道係
予算区分 款 水道事業費用 項 目

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

3号補正
12月定例

272,389 1,016 1,016

補正後 273,405 4,613 268,792

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

原水及び浄水費
電気料金の上昇による増額
　光熱水費　30千円、動力費　706千円

736

配水及び給水費

緊急対応のための時間外手当の増額　　
　時間外手当　　105千円
電気料金の上昇による増額
　光熱水費　3千円、動力費　124千円

232

総係費
水道料金滞納者（7名）に対する訴訟にかかる費用の増額
　通信運搬費　38千円、公課費　10千円

48

合計 1,016

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
・電気料金の上昇による動力費及び光熱水費の増額
・緊急対応のための時間外手当の増額
・水道料金滞納者に対する訴訟にかかる通信運搬費及び公課費の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-2-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
下水道事業会計

事業番号 事業名 下水道事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 上下水道課 担当係 下水道係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
12月定例

927,857 11,000 11,200 △ 200 一般会計繰入金　11,200千円

補正後 938,857 11,000 370,914 556,943

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

処 理 場 費
【光熱水費（電気代）】

電気料金の上昇による光熱水費の増額
11,200 繰入金

総　係　費
【一般会計繰出金】

事業費の増額による積立金の減額
△ 200 一般財源

合計 11,000

・会計支援業務　（事業費：1,408千円）
　　公営企業会計適用債対象となったことによる起債の増額（起債：1,200千円、一般財源：208千円）

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要

４号補正
　電気料金の上昇による光熱水費の増額
　事業費の増額による積立金の減額
　起債の増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容

12-3-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
下水道事業会計

事業番号 事業名 下水道事業 事業区分 □新規 ■継続

担当課 上下水道課 担当係 下水道係

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

4号補正
12月定例

565,369 4,000 3,800 200
下水債1,900千円
過疎債1,900千円

補正後 569,369 8,840 223,568 37,900 299,061

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

工事請負費
舗装の復旧工事（中村、西宮）　増額
舗装復旧範囲の精査により当初予定の復旧面積から増加するため

4,000

起債
3,800

一般財源
200

合計 4,000

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
４号補正
　舗装復旧面積の増加見込みによる工事費の増額
　上記に伴う財源の補正

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

12-3-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

5 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 126 事業名 農業委員会組織関係 事業区分 □新規 ■継続
担当課 農業委員会事務局 担当係 農地係・農政係
予算区分 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業委員会費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

20,737 576 546 30

補正後 21,313 8,264 13,049

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

合計 576

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　農地利用状況調査等に使用するタブレット端末を増設する。

農地利用最適化
交付金事業

　タブレット端末の増設に係る経費の増額。

　・備品購入費　ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末＠31千円×7台＝217千円
　・使用料　　　管理ｼｽﾃﾑ使用料＠4,697円/年×7台＝33千円
　・委託料　　　保守委託料＠32,010円×7台×4月＝225千円
　・通信運搬費　通信費＠1,210円×7台×4月＝34千円
　・消耗品費　　67千円（端末保護ケース、タッチペン等）

　【歳入】
　　農業委員会による情報収集等業務効率化支援事業補助金
　　　546千円（※タッチペン分は補助対象外）

576
県546
町 30

これまでの
取組状況や
改善点等

　農地利用状況調査は町内全域を９地区に分けて一斉に実施するため必要な台数を確保する。
　Ｒ３繰越予算で３台導入済み、今回７台（予備機含む）を増設。（合計１０台）

補正の内容

14－1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 1 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 1515 事業名 学校保健特別対策事業 事業区分 ■新規 □継続
担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

0 980 490 0 0 0 490 学校保健特別対策補助金　490千円

補正後 980 980

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

消耗品費
7校×140,000円

(例)消毒液、ペーパータオル、ハンドソープ等
980

国1/2
町1/2

合計 980

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
新型コロナウィルス感染症対策に必要な消耗品を購入する。
１校あたり１４万円を上限として学校ごとに必要な消耗品の購入に充てるもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等

　国の補助事業を活用して実施する事業（これまで２回実施）であり、Ｒ２年度から継続して感染防止に取り
組んでいる。

15-1



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 256、277 事業名 小学校管理費・中学校管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 総務係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 小学校管理費ほか

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

63,623 1,200 1,200

補正後 64,823 13,511 51,312

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

除雪委託料

学校駐車場の除雪にかかる委託料
　小学校(配分外)　＠200千円×5校＝1,000,000円
　中学校(配分外)　＠200千円×1校＝200,000円
　　＊東伯中学校は役場駐車場を使用するため計上していない。

1,200 単町

合計 1,200

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　大雪時の学校駐車場の除雪費用を計上する。

補正の内容

15-2



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

電気代

4
一般会計

事業番号 257ほか 事業名 一般経常経費（各学校配分） 事業区分 □新規 ■継続

担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 学校管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

46,206 10,909 10,909

補正後 57,115 57,115

（単位：千円）
細事業等 内容 補正額 財源内訳

八橋 浦安 聖郷 赤碕 船上 東伯中 赤碕中 合計

1,309 1,309 1,283 1,364 1,141 2,929 1,574 10,909

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 　電力価格高騰により各学校にかかる電気代を増額補正する。

単町
補正の内容

15-3



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 262・280 事業名 一般教育振興費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 小学校費・中学校費 目 教育振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

33,297 1,186 1,185 1 寄附金

補正後 34,483 1,646 554 2,636 29,647

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

教材備品購入費
【小学校】

小学校の教材備品購入費にあてるもの。 1,186 寄附金

合計 1,186

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　町内事業所等から小学校の教育振興を目的とした寄附の申し出を受けたため、目的に沿った整備を行うも
の。

補正の内容

15-4



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 2.3 2

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号
263～265
382･383

事業名 一般教育振興費(各学校配分) 事業区分 □新規 ■継続

担当課 教育総務課 担当係
予算区分 款 教育費 項 小中学校費 目 教育振興費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

11,745 500 500 0 寄附金

補正後 12,245 900 11,345

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

図書購入費
小学校の図書購入費に充てる。
　10万円×5校 500 寄附金

合計 500

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
町内事業所から各小学校図書読書活動の推進を目的とした寄附の申し出を受けたため、目的に沿った整備を行
うもの。

補正の内容

15-5



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 353 事業名 学校給食事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 学校給食センター
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 給食センター運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

169,846 3,783 3,783

補正後 173,629 84,041 89,588

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費
　給食センター電気代　増額３,５６８千円
　　電気代の値上げのため　

3,568 単町

賄材料費

　賄材料費　増額２１５千円
  　給食用牛乳の単価改定（鳥取県より価格変更通知)により
　　　変更単価：2.16円（変更前57.06円→変更後59.22円）
　　　変更時期：令和4年12月～
　　　児童生徒：1,243人×69食×2.16円＝185,257円　
　　　教職員等：  198人×69食×2.16円＝ 29,510円

215 単町

合計 3,783

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要
　電力価格高騰により学校給食センターにかかる電気代を増額。
　飼料価格の高騰等により生乳の生産コストが大幅に上昇している中、鳥取県給食用牛乳について期中価格改
定がなされることから、必要経費を増額。

補正の内容

15-6



令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 4 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 325 事業名 生涯学習センター管理費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 生涯学習係
予算区分 款 教育費 項 社会教育費 目 生涯学習センター運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

34,827 5,100 5,100

補正後 39,927 395 3,062 36,470

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

燃料費
（空調設備）

燃料価格の高騰（円安、ウクライナ情勢により燃料調達のコスト
増）及び換気による空調効率の低下により、今後の執行見込みが
増額することが想定されるため対応するもの。

2,200 単町

光熱水費
（電気代）

燃料調整費の増加（電力会社の燃料調達コスト増）等の要因によ
り今後の執行見込みが増額することが想定されるため対応するも
の。

2,900 単町

合計 5,100

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 施設の空調設備使用の燃料費および電気料金の価格高騰にともなう増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 351 事業名 東伯総合公園管理事業 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

16,009 1,867 1,867

補正後 17,876 1,434 16,442

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

燃料費
（施設暖房費）

燃料価格の高騰（円安、ウクライナ情勢により燃料調達のコスト
増）及び換気による空調効率の低下により、今後の執行見込みが
増額することが想定されるため対応するもの。

167 単町

光熱水費
（電気代）

燃料調整費の増加（電力会社の燃料調達コスト増）等の要因によ
り今後の執行見込みが増額することが想定されるため対応するも
の。

1,700 単町

合計 1,867

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・ガソリン代・灯油、電気代の価格高騰に伴う増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

9 5 3

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 417 事業名 農業者トレーニングセンター運営 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 社会体育係
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目 体育施設費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,077 100 100

補正後 2,177 142 2,035

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費
（電気代）

燃料調整費の増加（電力会社の燃料調達コスト増）等の要因によ
り今後の執行見込みが増額することが想定されるため対応するも
の。

100 単町

合計 100

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 ・ガソリン代の価格高騰に伴う増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

2 1 5

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 817 事業名 カウベルホール管理 事業区分 □新規 ■継続
担当課 社会教育課 担当係 学芸文化係
予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目 財務管理費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

1,626 164 164

補正後 1,790 1,790

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

光熱水費
（電気代）

燃料調整費の増加（ウクライナ情勢により燃料調達のコスト増）
等の要因により今後の執行見込みが増額することが想定されるた
め対応するもの。

164 単町

合計 164

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 施設の電気料金の執行見込み額にともなう増額

これまでの
取組状況や
改善点等

補正の内容
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

12 1 1

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4

事業番号 1155 事業名 国県支出金返納金 事業区分 □新規 ■継続
担当課 人権・同和教育課 担当係 同和対策係
予算区分 款 諸支出 項 諸費 目 国県支出金返納金

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月専決

0 501 501

補正後 501 501

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

国県支出金返納
金

令和3年度交付決定額 10,201,000円
令和3年度実績確定額  9,700,000円
    返納金             501,000円

501 単町

合計 501

項目 補正前
今回
補正額

備考

補正の概要 　令和3年度隣保館運営費等補助金額の確定に伴い補助金の返還を行うもの。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 570 事業名 東伯隣保館運営費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 人権・同和教育課 担当係 同和対策係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 隣保館運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,477 87 65 22

補正後 2,564 1,839 26 699

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

維持管理費
光熱水費　増額　87千円
所要見込額　 563,700円
予算額　　　 477,000円　　　　必要額　86,700円

87
国2/4
県1/4
町1/4

合計 87

重要業績 年度毎 指標 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 電気代高騰により所要額が不足するため。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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令和 年度 事業説明書
１　基本情報

3 1 4

２　補正後の事業費等

３　事業の概要

4
一般会計

事業番号 571 事業名 赤碕隣保館運営費 事業区分 □新規 ■継続
担当課 人権・同和教育課 担当係 同和対策係
予算区分 款 民生費 項 社会福祉費 目 隣保館運営費

財源内訳

国庫
支出金

県支出金 その他 起債 一般財源

6号補正
12月定例

2,927 487 365 122

補正後 3,414 2,365 117 932

（単位：千円）

細事業等 内容 補正額 財源内訳

維持管理費
光熱水費　増額 487千円
所要見込額　972,000円
予算額　　　485,000円　　　　必要額　487,000円

487
国2/4
県1/4
町1/4

合計 487

重要業績 年度毎 指標 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア 研修会等でのア

項目 補正前
今回

補正額
備考

補正の概要 電気代高騰により所要額が不足するため。

補正の内容

これまでの
取組状況や
改善点等
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